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要旨：インターネットの普及に伴い、そこにおいて提供されるサービスを受けるために多

くの ID が発行されている。しかし、各個人が管理できる ID の数は限られており、ま

た、事業者としても利用者の不便を解消して事業機会を拡大するため、ID を連携した

サービスの提供に期待が寄せられている。 
そこで、ID 連携を事業者間の提携という観点から分類し、ID 連携の利点や課題等

について考察した。 
その結果、ID 発行・認証者とその ID を利用するサービス提供者が階層構造の連携

をする場合、ID 発行・認証者が、利用者への信頼を維持するとともに利用者の質を向

上するために尽力する必要があることが示唆された。一方、ID 発行・認証者が相互に

水平構造の連携をする場合、信頼維持は各社にゆだねられ、連携先も含めた利用者の

信頼をいかに確保していくかが課題となることが示唆された。 
インターネットにおいては多種多様なサービスが提供されており、ID 連携に伴う問

題も多種多様であるが、ID 連携は経営戦略の一種であり、事業者間の提携という観点

から分類すると、その利点や課題も把握しやすいことを示した。 
 

In this paper, I classify Internet Services from the standpoint of user 
identification number (ID) collaboration, and suggest the merits and issues 
relevant to each type. With a diffusion of Internet use, more and more user IDs are 
being provided. But any user can manage limited IDs, so users hold many useless 
user IDs. Conversely, ID providers want to have users continue to use their own 
user ID. Moreover, some service providers who have less power to attract 
customers want to use the attractive IDs of other providers. Thus, many users and 
providers expect user ID collaboration to provide many services through one 
attractive ID. However, in the case when an ID provider collaborates on the user 
ID with another service provider, many problems occur. For instance, the ID 
provider secures users’ confidence including other service providers. In addition, so 
that there are many kinds of Internet service, the variety of problems widens. But 
when classified according to the standpoint of the relationship between ID 
providers and service providers, it is easy to suggest some merits and issues to be 
tackled with concerning user ID collaboration, which is also one of the business 
network strategies. 
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１．ID 連携への期待 
 

インターネットの普及に伴い、そこにおいて提供されるサービスを受けるため、多くの

ID1

しかし、同じくID連携といってもさまざまな形態があり、それぞれに利点や課題があ

ると考えられる。そこで、総務省情報通信政策研究所編（2010）では、利用者の要望と事

業者の期待を勘案して各種事業形態から演繹的にID連携の類型化を試み

が発行されている。しかし、利用者としては、余りにも多くのIDが付与されると管理

が煩雑になり、同一のID／パスワードを用いたり、余り利用しないIDは登録したまま放置

したりする可能性がある。あるいは、必要以上にIDを取得することを控えるようになると

考えられる。一方、事業者としては、利用者が余り利用しないIDについても登録情報の管

理に費用を費やさなければならず、また、より多くの事業機会があるにもかかわらず、利

用者が新たなIDの取得を回避しようとするために事業機会を逃している可能性もある。こ

のような現状において、双方より、一つのIDでより多くのサービスを受けることができる

IDを連携したサービスの提供に期待が寄せられている。 

2、それに基づき、

ID連携の利点や課題を検討、その成立要因を考察している 3

本稿では、総務省情報通信政策研究所編（2010）において提示された ID 連携の各類型

を利用者の要望と事業者の期待を要因とした事業者間の提携という観点から理念的に導出

し、そこから導かれる各事業主体の利点や課題等を考察することとする。 

。 

 
２ ID 連携の分類 
 
２.１ 事業者間の提携という観点からみた ID 連携の形態 
 

各社がそれぞれWebサービスを提供している現状において、更にサービスを拡充するた

めには、相互にサービスを提携していかなければならない 4。その場合、事業者は、IDの

連携も考慮することになる。ID連携を考える場合、一見、提供するサービスの種類により

連携の形態が異なるようにも思われる。しかし、事業者間の提携という観点からID連携の

形態を考えると、自社を中心とした提携とするか（逆に、他社に依存するか）、相互に提携

するかという形態のみであると考えられる 5

                                                   
1 ID とは、一般には、個体や利用者を識別するために用いられる符号のことであるが、本

稿では、インターネット上のサービスを考察の対象としているので、インターネット上の

システムやサービスにおいて、その利用者を識別する符号をいう。 

。すなわち、多数の事業者が提携する形態と

2 総務省情報通信政策研究所編（2010）31-45 頁。 
3 同上、49-72 頁。 
4 大橋正和、堀眞由美編著『ネットワーク社会経済論－ICT 革命がもたらしたパラダイム

シフト－』（紀伊国屋書店、2005 年）26-28 頁。 
5 なお、藤山（2005）は、ネットワークの自発的な生成について理論的に考察し、事業者

の通常の利潤最大化行動のもとでは、empty network が均衡となるが、各事業者の「競合」

が強まると complete network も均衡となり、また、各事業者が事業者間格差を最大とす

るような行動をとると、complete network が唯一の均衡となる、と指摘している。藤山

（2005）99-104 頁。 
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しては、主となる事業者とその他の事業者が提携するスター型の連携と相互に提携し合う

メッシュ型の連携とが考えられる（図 1）6

 
。 

２.２ ID 連携へといざなう要因 
 

実際にID連携が成立するためには、利用者の要望と事業者の期待が調整されなければ

ならない 7

利用者としては、ID を利用するに当たり、以下の いずれかの要望を抱くと考えられる。 
。 

 
①  選択肢の拡大    ：できるだけ多くの選択肢の中から選択したい。 
②-1 選択肢の最適化・集約：好ましいサービスのみを利用すれば十分である。 
②-2 選択肢の最適化・集約：信頼できる事業者のサービスを利用すれば十分である。 

 
一方、他社と ID を連携する場合、事業者としては、以下の期待を抱くと考えられる。 

 
③ 事業機会の最大化  ：多くの利用者に利用して欲しい。 
④ 事業機会損失の最小化：自社のサービスを利用し続けて欲しい。 
⑤ 優良顧客の獲得   ：好ましい利用者を獲得したい。 

 
利用者の要望①と事業者の期待③、利用者の要望②と事業者の期待⑤は表裏の関係にあ

り、両者が合致したとき利用契約が成立する。ここで、前者を動機 X（拡散要因）、後者を

動機 Y（集約要因）と置く。事業者にとっては、利用者の要望②に対し、④という期待も

存在する。これは事業者の期待⑤を補完する消極的動機であり動機 Z（損失回避）と置く

ことにする。（図 2） 
 
２.２ ID 連携の各類型の導出 
 

事業者間の提携という観点からみた ID 連携の形態に、利用者の要望と事業者の期待を

勘案すると、総務省情報通信政策研究所編（2010）において、実際の事業形態から分類し

た各類型は、以下のとおり導出できる。 
まず、スター型の連携 8

動機 X（拡散要因）が働いてスター型の連携を考える場合、ID 発行・認証者としては、

自社の ID を用いて提供するサービスを増やそうとするであろう。また、サービス提供者

について考える。 

                                                   
6 ○A －○B －○C －○D －○E －○F と直線的に連携する場合もあるが、このような提携はすべての

事業者が利用者に直接サービスを提供する連携では余り採られないと考えられるところ、

検討の対象としなかった。 
7 利用者の要望と事業者の期待は、総務省情報通信政策研究所編（2010）31-32 頁による。 
8 スター型の場合、ID 発行・認証者が相互に ID を連携するのではなく、ID 発行・認証者

の ID をサービス提供者が利用する形態が考えられ、ID の共同利用というべきかもしれな

い。 
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は、自社のサービスと出会う機会を増やそうとするであろう。その結果、例えば、ポータ

ルサイトの IDが多くの他のサービス提供サイトの IDとしても利用できるポータル型の連

携が想起できる。 
動機 X（拡散要因）だけでなく動機 Y（集約要因）が弱いながらも加わると、例えば、

検索サイトの ID が検索結果提示された特定のサービス提供サイトでも利用できるサーチ

型の連携が想起できる。 
また、動機 Y（集約要因）が働いてスター型の連携を考える場合、ID 発行・認証者と

しては、ある特定の傾向を有する利用者を集めてサービスを提供しようとするであろうし、

サービス提供者は、そのような利用者に対して一定水準以上のサービスを提供しようとす

るであろう。その結果、例えば、コミュニティサイトの ID が、他の利用者に紹介された

サービス提供サイトの ID として利用できるコミュニティ型の連携が想起できる。 
動機Y（集約要因）に動機Z（損失回避）が弱いながらも加わると、ID発行・認証者と

しては優良顧客のみを集めてサービスを提供しようとするであろうし、サービス提供者は、

そのような優良顧客のみによりよいサービスを提供したいと考えるであろう。その結果、

例えば、利用者の依頼に応じてIDを一括管理するエージェントのIDが、管理を依頼された

サービス提供サイトのIDとして利用できるエージェント型の連携 9

次に、メッシュ型の連携について考える。 
が想起できる。 

動機 X（拡散要因）が働いてメッシュ型の連携を考える場合、事業者としては、自社の

ID でより多くのサービスが提供できるよう、お互いにより多くの事業者と連携しようと考

えるであろう。その結果、例えば、ある ID 発行・認証者の ID が、連携した範囲内であれ

ば利用者の要望に応じて、別の ID 発行・認証者の Web サイトでも利用できるオープン（ア

ドホック）型の相互連携が想起できる。 
また、動機 Y（集約要因）が働いてメッシュ型の連携を考える場合、事業者としては、

自社が提供するサービスを補完するサービスを提供する事業者と連携しようと考えるであ

ろう。この場合、動機 Z（損失回避）も関係してくると思われる。その結果、例えば、あ

る ID 発行・認証者の ID が、あらかじめ定められた別の ID 発行・認証者の Web サイト

でも利用できる事前連携型の相互連携が想起できる。 
 
３ ID 連携の利点と課題 
 

ID 連携の利点と課題について、ID 連携の形態の特徴を踏まえ検討することにする。 
スター型の連携は、ID発行・認証者が主となる階層構造となる。したがって、スター

型の連携の場合、ID発行・認証者としては、自社のIDにより提供するサービスを増やし、

利用者に関するより多くの情報を得ることができる利点がある一方、ID発行・認証者が主

として取引の安全性確保や利用者情報の管理など連携事業者全体の信頼維持のために尽力

                                                   
9 エージェント型の連携としては、例えば、エージェントが発行する利用者を特定する程

度が高い ID に、利用者の要望により、サービス提供サイトの ID を連携させ、エージェン

トが発行する ID を用いてサービス提供サイトを利用できるようにするような連携を想定

している。具体的には、エージェントが発行する ID をクレジットカード番号の代わりと

して用いてサービス提供サイトにおいて決済できるようにする場合などである。 
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しなければならない 10。一方、サービス提供者としては、自社でIDを発行、認証しなくて

もサービスを提供できる利点がある一方、自社が取得する情報は少なくなる 11

動機 X（拡散要因）に基づきスター型の連携により事業機会を拡大する類型（ポータル

型、サーチ型）では、利用者の選択肢を充実させることが重要であるが、動機 Y（集約要

因）による優良顧客獲得への期待が作用する類型（コミュニティ型、エージェント型）に

あっては、ID 発行・認証者は、利用者の質を維持することが大切となる。実際、ポータル

サイトを運営する事業者は、多くのサービスを提供すべく尽力しているし、コミュニティ

サイトを運営する事業者は、自社サイトに形成されたコミュニティの質の維持に注力して

いる。 

。 

動機 X（拡散要因）に動機 Y（集約要因）が加わるサーチ型にあっては、利用者の選択

肢を増やすためには、ID 発行・認証者は、利用者の質も上げて連携するサービス提供者を

増やさなければならない。 
動機 Y（集約要因）に動機 Z（損失回避）が関係するエージェント型では、ID を集約

させようとする利用者の要望に対し、ID 発行・認証者は、サービス提供にふさわしい顧客

を獲得し、場合によっては、それに加え事業機会損失を最小化させようとするサービス提

供者とより多く連携し、利用者の利便性を高めなければならない。ブロードバンド契約に

より付与される ID に決済機能を付加するサービスなどは、この例となる。 
メッシュ型の連携は、対等な関係者による水平構造の連携となる。したがって、相互に

連携するため、あるID発行・認証者が主となる場合もあるが、基本的に各事業者は対等な

関係にある。逆に、対等な関係である分、主となる事業者がいないため、連携事業者全体

の信頼維持は、連携した各社にゆだねられる。また、IDによる認証に問題があった場合等

について責任分担を明確にしておかなければ、連携した事業者は思わぬ損失を被ることに

なりかねない 12

動機 X（拡散要因）に基づき事業機会を拡大しようとする類型（オープン（アドホック）

連携型）では、各社の自立性はいずれの類型よりも高く、信頼維持への取組の各社への依

存傾向は大きくなる。したがって、他社が提供するサービスに過度に依存してサービス提

供する場合、自社が提供するサービスへの他社の配慮は余り期待できないことに留意すべ

きである。 

。今後普及していく相互連携型のID連携にあっては、このような点に注意

を要する。 

動機 Y（集約要因）に基づき優良顧客の獲得を目指す場合（事前連携型）、関連性のあ

                                                   
10 例えば、サービス提供者との取引において利用者が損害を受けた場合に、ショッピング

モール運営者が責任を負う場合もある。「電子商取引及び情報財取引等に関する準則」（経

済産業省、平成 20 年 8 月）44-47 頁参照。 
11 個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）第 23 条では、個人情報取扱事

業者に対して第三者提供を制限しており、ID 発行・認証者は、本人の同意を得なければ、

基本的に連携事業者に情報を提供することができない。 
12 なりすましにより他の ID 発行・認証者の認証を受けてある連携事業者の Web サイトに

アクセスし、当該連携事業者に損失が生じた場合、不正アクセス行為の禁止等に関する法

律（平成 11 年法律第 128 号）第 3 条により不正アクセス行為とされるのは ID 発行・認証

者のサーバ等へのアクセスであると考えられるところ、当該アクセスにより連携事業者に

損失が生じても民事上の解決にゆだねられると思われる。 
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るサービスを提供する事業者と連携することが考えられ、事業者間の関係は深くなり、連

携先をも含めた信頼維持は、動機 X（拡散要因）に基づく場合より確保しやすくなる。 
 
４ まとめ 
 

以上、ID 連携を事業者間の提携という観点から理念的に分類し、類型ごとの利点と課

題を示唆した。ID を利用したサービスは多種多様であり、ID 連携にも多種多様な利点や

課題があると考えられるが、ID 連携を事業者間の提携という観点から検討すると把握しや

すいことが分かる。 
実際は、利用者の要望も事業者の期待も複雑に入り交じっているため、各類型に明確に

区別できるわけではなく、各類型が入り交じった形での ID 連携が行われている。また、

ポータル型、コミュニティ型、エージェント型、オープン（アドホック）型、事前連携型

は具体的な例をみることができるが、サーチ型については、例えば、ショッピングモール

で販売商品の検索ができるなどポータル型と複合的な形になっているか、単なる検索サイ

トで ID 連携は行われていない一歩手前の例しか見られない。サーチ型は、ポータル型の

発展型として、今後、検討されていく形であると思われる。 
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【図表】 
 

図 1 事業者連携の形式 

 
 

図 2 ID 連携へと向かう動機 
 

利 用 者 の 要 望 動 機 の 分 類 事 業 者 の 期 待 
選択肢の拡大 ← 動機 X（拡散要因） → 事業機会の最大化 

選択肢の最適化・集約 
  動機 Z（損失回避） → 事業機会損失の最小化 
← 動機 Y（集約要因） → 優良顧客の獲得 

 
図 3 ID 連携の類型化 

 
 
 

スター型 

メッシュ型 

動機 X 

動機 Y 

ポータル型 

+動機 Y サーチ型 

エージェント型 +動機 Z 

コミュニティ型 

動機 X 

動機 Y 

オープン（アドホック）連携型 

事前連携型 +動機 Z 

ポータルサイトの ID が、各種サービス提供サイ

トでも利用できる。 

検索サイトの ID が、検索結果提示されたサービ

ス提供サイトの ID として利用できる。 

相互連携型 

エージェントの ID が、利用者の要望により特定

のサービス提供サイトの ID として利用できる。 

コミュニティサイトの ID が、他の利用者により

紹介されたサービス提供サイトの ID として利

用できる。 

ある ID 発行・認証者の ID が、連携した範囲内であれば、利用者の要望に応じて、

別の Web サイトの ID として利用できる。 

ある ID 発行・認証者の ID が、あらかじめ定められた別の Web サイトの ID とし

て利用できる。 
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